
　
　

建
設
マ
ス
タ
ー

人
を
顕

建
設
マ
ス
タ
ー
㮇
人
を
顕
彰彰

3737

国 交 省

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
は

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
は
㮇
人人
1212

中
国

地
区

　
国
土
交
通
省
は
、

国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
の
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
設
マ
ス
タ
ー
）
」
の
受
賞
者

年
度
の
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
設
マ
ス
タ
ー
）
」
の
受
賞
者
４
５

９
人
と
、
「
青
年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）
」
の
受
賞
者

人
と
、
「
青
年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）
」
の
受
賞
者
１
２
１
２
１

人
を
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
、
中
国
地
区
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
と
し
て
福
井
建
設
の
杉
井
勇
雄
氏
ら

人
を

人
を
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
、
中
国
地
区
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
と
し
て
福
井
建
設
の
杉
井
勇
雄
氏
ら
　
人
を
顕

3737

彰
。
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
に
は
島
根
電
工
の
杉
本
祐
弘
氏
ら

人
を
選
ん
だ
。
顕
彰
式
典
は
今
月

日
に

彰
。
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
に
は
島
根
電
工
の
杉
本
祐
弘
氏
ら
　
人
を
選
ん
だ
。
顕
彰
式
典
は
今
月
　
日
に
東

1212

2121

京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る

京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

　
建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
建

建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
建
設

産
業
の
第
一
線
で
『
も
の

産
業
の
第
一
線
で
『
も
の
づ

く
り
』
に
直
接
従
事
す
る

く
り
』
に
直
接
従
事
す
る
建

設
技
能
者
の
中
か
ら
、
施

設
技
能
者
の
中
か
ら
、
施
工

経
験

年
以
上
で
卓
越
し

経
験
　
年
以
上
で
卓
越
し
た

2020

技
術
・
技
能
を
持
ち
、
後

技
術
・
技
能
を
持
ち
、
後
進

の
指
導
・
育
成
な
ど
に
も

の
指
導
・
育
成
な
ど
に
も
多

大
な
貢
献
を
し
て
い
る
者

大
な
貢
献
を
し
て
い
る
者
を

表
彰
す
る
も
の
。『
も
の
づ

表
彰
す
る
も
の
。『
も
の
づ
く

り
』
に
携
わ
る
者
の
誇
り

り
』
に
携
わ
る
者
の
誇
り
と

意
欲
を
増
進
さ
せ
、
そ
の

意
欲
を
増
進
さ
せ
、
そ
の
社

会
的
評
価
・
地
位
の
向
上

会
的
評
価
・
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
狙
い
に

図
る
こ
と
を
狙
い
に
１
９
１
９
９

２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
。

回
目
と
な
る
今
年

る
。　

回
目
と
な
る
今
年
度

3232

は
４
５
９

４
５
９
人
が
建
設
マ
ス

人
が
建
設
マ
ス
タ

ー
に
仲
間
入
り
し
、
建
設

ー
に
仲
間
入
り
し
、
建
設
マ

ス
タ
ー
は
合
計
で

ス
タ
ー
は
合
計
で
１
万
２
４

１
２
１
２
人
に
達
し
た

人
に
達
し
た
。

　
一
方
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア

一
方
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
は
、

ス
タ
ー
は
、
２
０
１
５

２
０
１
５
年
度

に
創
設
。

歳
以
下
で
現

に
創
設
。　

歳
以
下
で
現
場

3939

経
験

年
以
上
の
技
能
者

経
験
　
年
以
上
の
技
能
者
を

1010

対
象
と
し
て
い
る
。
次
世

対
象
と
し
て
い
る
。
次
世
代

の
建
設
現
場
の
担
い
手
を

の
建
設
現
場
の
担
い
手
を
確

保
・
育
成
す
る
こ
と
と
、

保
・
育
成
す
る
こ
と
と
、
建

設
マ
ス
タ
ー
に
達
す
る
ま

設
マ
ス
タ
ー
に
達
す
る
ま
で

の
技
能
の
向
上
を
図
る
こ

の
技
能
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
優
秀
な
技
術

を
目
的
と
し
、
優
秀
な
技
術
・

技
能
を
持
ち
、
今
後
さ
ら

技
能
を
持
ち
、
今
後
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
青

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
青
年

技
能
者
を
顕
彰
す
る
。

技
能
者
を
顕
彰
す
る
。
９
回

目
と
な
る
今
年
度
は

目
と
な
る
今
年
度
は
１
２
１
２
１

人
を
顕
彰
し
、
建
設
ジ
ュ

人
を
顕
彰
し
、
建
設
ジ
ュ
ニ

ア
マ
ス
タ
ー
は
計

ア
マ
ス
タ
ー
は
計
９
８
２

９
８
２
人

と
な
っ
た

と
な
っ
た
。

　
今
年
度
の
受
賞
者
は
次

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
（
中
国
地
区
在
住
者
）

通
り
（
中
国
地
区
在
住
者
）
。

　
▽
氏
名
（
勤
務
先
、
職
種

▽
氏
名
（
勤
務
先
、
職
種
）

の
順

※
敬
称

の
順
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

　
【
建
設
マ
ス
タ
ー

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

＝
鳥
取

　
＝
鳥
取
＝

　
▽
加
藤
敏
也
（
こ
お
げ

▽
加
藤
敏
也
（
こ
お
げ
建

設
、
舗
装
工
）
▽
國
本
浩

設
、
舗
装
工
）
▽
國
本
浩
二

（
藤
原
組
、
建
設
機
械
運

（
藤
原
組
、
建
設
機
械
運
転

工
）
▽
杉
本
賢
治
（
チ
ュ

工
）
▽
杉
本
賢
治
（
チ
ュ
ウ

ブ
、
造
園
工
）
▽
前
田
徹
（

ブ
、
造
園
工
）
▽
前
田
徹
（
共

栄
組
、
建
設
機
械
運
転
工
）

栄
組
、
建
設
機
械
運
転
工
）
▽

山
﨑
勇
人
（
重
道
組
、
土
工

山
﨑
勇
人
（
重
道
組
、
土
工
）

　
＝
島
根

＝
島
根
＝

　
▽
大
野
達
也
（
ジ
ン
ザ
イ

▽
大
野
達
也
（
ジ
ン
ザ
イ
ス

チ
ー
ル
、
鉄
筋
工
）
▽
長
島

チ
ー
ル
、
鉄
筋
工
）
▽
長
島
進

（
山
陰
建
設
工
業
、
舗
装
工

（
山
陰
建
設
工
業
、
舗
装
工
）

▽
中
山
修
平
（
今
井
産
業
、

▽
中
山
修
平
（
今
井
産
業
、
舗

装
工
）
▽
山
口
和
也
（
長
岡

装
工
）
▽
山
口
和
也
（
長
岡
塗

装
店
、
塗
装
工
）
▽
若
槻
省

装
店
、
塗
装
工
）
▽
若
槻
省
二

（
島
根
電
工
、電
気
工

（
島
根
電
工
、電
気
工
）

　
＝
岡
山

＝
岡
山
＝

▽
大
隅
禎
人
（
三
木
工

　
▽
大
隅
禎
人
（
三
木
工
務

店
、
土
工
）
▽
小
西
雅
樹
（

店
、
土
工
）
▽
小
西
雅
樹
（
中

央
設
備
、
配
管
工
）
▽
長

央
設
備
、
配
管
工
）
▽
長
尾

学
（
三
備
電
業
社
、
配
管
工

学
（
三
備
電
業
社
、
配
管
工
）

▽
守
田
宗
平
（
モ
リ
タ
建
創

▽
守
田
宗
平
（
モ
リ
タ
建
創
、

大
工
大
工
）

＝
広
島

　
＝
広
島
＝

　
▽
池
田
正
則
（
広
松
、

▽
池
田
正
則
（
広
松
、
大

工
）
▽
石
津
祥
司
（
中
国
フ

工
）
▽
石
津
祥
司
（
中
国
フ
レ

キ
工
業
、
道
路
標
識
設
置
工

キ
工
業
、
道
路
標
識
設
置
工
）

▽
梅
津
大
介
（
三
信
建
設

▽
梅
津
大
介
（
三
信
建
設
工

業
、
注
入
工
）
▽
岡
田
直

業
、
注
入
工
）
▽
岡
田
直
也

（
ネ
ッ
ト
・
エ
ッ
ク
ス
、
電
気

（
ネ
ッ
ト
・
エ
ッ
ク
ス
、
電
気
通

信
工
）
▽
沖
野
友
康
（
ラ
イ

信
工
）
▽
沖
野
友
康
（
ラ
イ
ト

工
業
、
ア
ン
カ
ー
工
）
▽
佐

工
業
、
ア
ン
カ
ー
工
）
▽
佐
川

功
（
國
富
、
潜
水
士
）
▽
笹

功
（
國
富
、
潜
水
士
）
▽
笹
木

俊
男
（
大
成
ナ
グ
バ
ス
、
電

俊
男
（
大
成
ナ
グ
バ
ス
、
電
気

通
信
工
）
▽
杉
井
勇
雄
（
福

通
信
工
）
▽
杉
井
勇
雄
（
福
井

建
設
、
大
工
）
▽
陶
山
和

建
設
、
大
工
）
▽
陶
山
和
則

（
ゼ
ン
ヤ
、
塗
装
工
）
▽
長

（
ゼ
ン
ヤ
、
塗
装
工
）
▽
長
記

栄
喜
（
ヒ
デ
建
設
、
ブ
ロ
ッ

栄
喜
（
ヒ
デ
建
設
、
ブ
ロ
ッ
ク

工
）
▽
日
野
衛
（
日
野
設
備

工
）
▽
日
野
衛
（
日
野
設
備
、

配
管
工
）
▽
平
林
豊
（
芸
北

配
管
工
）
▽
平
林
豊
（
芸
北
造

園
土
木
、
造
園
工
）
▽
安
田

園
土
木
、
造
園
工
）
▽
安
田
明

彦
（
石
﨑
硝
子
店
、
ガ
ラ

彦
（
石
﨑
硝
子
店
、
ガ
ラ
ス

工
）
▽
和
田
剛
（
拓
進
建
設

工
）
▽
和
田
剛
（
拓
進
建
設
、

ト
ン
ネ
ル
工

ト
ン
ネ
ル
工
）

　
＝
山
口

＝
山
口
＝

　
▽
東
祥
次
（
中
本
建
設
、

▽
東
祥
次
（
中
本
建
設
、
大

工
）
▽
金
子
浩
一
（
住
吉

工
）
▽
金
子
浩
一
（
住
吉
運

輸
、
と
び
工
）
▽
河
本
剛
（

輸
、
と
び
工
）
▽
河
本
剛
（
大

新
土
木
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
）

新
土
木
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
）
▽

木
原
浩
貴
（
シ
マ
ダ
、
建
設

木
原
浩
貴
（
シ
マ
ダ
、
建
設
機

械
運
転
工
）
▽
木
山
正
夫
（

械
運
転
工
）
▽
木
山
正
夫
（
タ

ケ
モ
ト
、
大
工
）
▽
島
村
栄

ケ
モ
ト
、
大
工
）
▽
島
村
栄
治

（
サ
ン
ト
ー
、
電
気
工
）
▽
名

（
サ
ン
ト
ー
、
電
気
工
）
▽
名
和

豊
（
関
門
港
湾
建
設
、
建
設

豊
（
関
門
港
湾
建
設
、
建
設
機

械
運
転
工
）
▽
西
川
栄
一
（

械
運
転
工
）
▽
西
川
栄
一
（
岡

村
工
業
、
土
工
）
▽
藤
田
秀

村
工
業
、
土
工
）
▽
藤
田
秀
吉

（
フ
ジ
タ
イ
ル
、タ
イ
ル
工

（
フ
ジ
タ
イ
ル
、タ
イ
ル
工
）

　
【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

＝
鳥
取

　
＝
鳥
取
＝

▽
杉
本
祐
弘
（
島
根
電
工

　
▽
杉
本
祐
弘
（
島
根
電
工
、

電
気
工

電
気
工
）

＝
島
根

　
＝
島
根
＝

▽
大
西
貞
孝
（
木
内
計
測

　
▽
大
西
貞
孝
（
木
内
計
測
、

電
気
工

電
気
工
）

＝
岡
山

　
＝
岡
山
＝

　
▽
吉
川
裕
之
（
中
央
設
備

川
裕
之
（
中
央
設
備
、

配
管
工
）
▽
清
原
賀
一
（

配
管
工
）
▽
清
原
賀
一
（
清

原
総
業
、
塗
装
工
）
▽
富

原
総
業
、
塗
装
工
）
▽
富
山

直
樹
（
成
和
設
備
工
業
所

直
樹
（
成
和
設
備
工
業
所
、

配
管
工

配
管
工
）

　
＝
広
島

＝
広
島
＝

　
▽
櫛
谷
竜
也
（
福
井
建
設

▽
櫛
谷
竜
也
（
福
井
建
設
、

鉄
筋
工
）
▽
九
門
伸
介
（
九

鉄
筋
工
）
▽
九
門
伸
介
（
九
門

タ
イ
ル
、
タ
イ
ル
工
）
▽
藤

タ
イ
ル
、
タ
イ
ル
工
）
▽
藤
原

慎
二
（
上
村
工
務
店
、
大
工

慎
二
（
上
村
工
務
店
、
大
工
）

▽
古
山
豊
（
松
田
組
、
大
工

▽
古
山
豊
（
松
田
組
、
大
工
）

▽
溝
上
龍
二
（
広
島
保
温

▽
溝
上
龍
二
（
広
島
保
温
工

業
、
熱
絶
縁
工
）
▽
山
本
康

業
、
熱
絶
縁
工
）
▽
山
本
康
弘

（
山
本
内
装
、
内
装
仕
上
工

（
山
本
内
装
、
内
装
仕
上
工
）

＝
山
口

　
＝
山
口
＝

▽
中
村
嘉
克
（
関
門
港

　
▽
中
村
嘉
克
（
関
門
港
湾

建
設
、
建
設
機
械
運
転
工

建
設
、
建
設
機
械
運
転
工
）

床
面
積
約

床
面
積
約
３
４
０
０

３
４
０
０
釈
、
消

防
本
部
及
び
三
次
消
防
署

防
本
部
及
び
三
次
消
防
署
庁

舎
（
緊
急
車
両
用
車
庫

舎
（
緊
急
車
両
用
車
庫
含

む
）
、
訓
練
塔
（
主
訓
練
塔

む
）
、
訓
練
塔
（
主
訓
練
塔
・

副
訓
練
塔
）
、
公
用
車
車
庫

副
訓
練
塔
）
、
公
用
車
車
庫
兼

警
防
資
機
材
庫
（
別
棟
）

警
防
資
機
材
庫
（
別
棟
）
を

含
む
含
む
。

　
参
考
業
務
規
模
は

参
考
業
務
規
模
は
１
億
３

０
０
０

０
０
０
万
円
、
想
定
事
業

万
円
、
想
定
事
業
費

は

億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上

は
　
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限

1818
と
す
る
。
建
設
工
期
は

と
す
る
。
建
設
工
期
は
　
年
2525

冬
頃
か
ら

年

冬
頃
か
ら
　
年
３
月
頃
。

月
頃
。
履

2626

行
期
間
は

年

月

日

行
期
間
は
　
年
　
月
　
日
ま

2424

1010

3131

で
。
　
審
査
委
員
会
の
委
員
は

審
査
委
員
会
の
委
員
は
川

畠
満
広
島
県
土
木
建
築
局

畠
満
広
島
県
土
木
建
築
局
建

築
技
術
担
当
部
長
、
堂
本

築
技
術
担
当
部
長
、
堂
本
昌

二
三
次
市
副
市
長
、
桑
田

二
三
次
市
副
市
長
、
桑
田
秀

剛
同
総
務
部
長
、
加
藤
伸

剛
同
総
務
部
長
、
加
藤
伸
司

同
建
設
部
長
、
山
田
大
平

同
建
設
部
長
、
山
田
大
平
同

危
機
管
理
監
、
大
原
直
樹

危
機
管
理
監
、
大
原
直
樹
庄

原
市
副
市
長
、
島
田
虎
往

原
市
副
市
長
、
島
田
虎
往
同

総
務
部
長
、
石
原
博
行
同

総
務
部
長
、
石
原
博
行
同
環

境
建
設
部
長
、
谷
川
真
澄

境
建
設
部
長
、
谷
川
真
澄
備

北
地
区
消
防
組
合
消
防
長

北
地
区
消
防
組
合
消
防
長
が

務
め
た

務
め
た
。

設
」「
備
北
地
区
の
『
ひ
と
』

設
」「
備
北
地
区
の
『
ひ
と
』
と

『
ま
ち
』
を
守
り
、
防
災
の

『
ま
ち
』
を
守
り
、
防
災
の
要

と
な
る
消
防
施
設
を
実
現

と
な
る
消
防
施
設
を
実
現
し

ま
す
」「
備
北
防
災
の
丘
公

ま
す
」「
備
北
防
災
の
丘
公
園

～
地
域
を
守
る
総
合
防
災

～
地
域
を
守
る
総
合
防
災
拠

点
～
」「
地
域
の
安
心
安
全

点
～
」「
地
域
の
安
心
安
全
に

つ
な
が
る
架
け
橋
と
な
る

つ
な
が
る
架
け
橋
と
な
る
消

防
庁
舎
」
な
ど
、
緊
急
車

防
庁
舎
」
な
ど
、
緊
急
車
両

の
安
全
か
つ
迅
速
な
出
動

の
安
全
か
つ
迅
速
な
出
動
を

担
保
で
き
る
施
設
の
配

担
保
で
き
る
施
設
の
配
置

や
、
造
成
を
行
わ
な
い
コ

や
、
造
成
を
行
わ
な
い
コ
ン

パ
ク
ト
で
機
能
的
な
配
置

パ
ク
ト
で
機
能
的
な
配
置
の

計
画
、
一
般
車
両
と
緊
急

計
画
、
一
般
車
両
と
緊
急
車

両
が
交
差
し
な
い
動
線
の

両
が
交
差
し
な
い
動
線
の
計

画
な
ど
、
提
案
内
容
に
力

画
な
ど
、
提
案
内
容
に
力
が

込
め
ら
れ
て
い
た

込
め
ら
れ
て
い
た
。

業
務
内
容
は
備
北
地
区

　
業
務
内
容
は
備
北
地
区
消

防
組
合
消
防
本
部
・
三
次

防
組
合
消
防
本
部
・
三
次
消

防
署
（
多
目
的
訓
練
施
設

防
署
（
多
目
的
訓
練
施
設
含

む
）
新
庁
舎
建
設
に
伴
う

む
）
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
基

本
・
実
施
設
計
（
合
意
形
成

本
・
実
施
設
計
（
合
意
形
成
支

援
、
基
本
設
計
業
務
、
実
施

援
、
基
本
設
計
業
務
、
実
施
設

計
業
務
、
そ
の
他
業
務
）

計
業
務
、
そ
の
他
業
務
）
。

　
設
計
条
件
は
十
日
市

設
計
条
件
は
十
日
市
町

（
高
平
施
設
）
の
敷
地
面
積

（
高
平
施
設
）
の
敷
地
面
積
約

１
万
釈
、
施
設
規
模
等
延

、
施
設
規
模
等
延
べ

０
年

月
に
「
備
北
地
区

年
　
月
に
「
備
北
地
区
消

1111

防
組
合
公
共
施
設
等
総
合

防
組
合
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
、

理
計
画
」
を
策
定
し
、　

年
2222

９
月
に
は
庁
舎
更
新
計
画

月
に
は
庁
舎
更
新
計
画
を

よ
り
具
体
化
し
た
「
備
北

よ
り
具
体
化
し
た
「
備
北
地

区
消
防
組
合
消
防
庁
舎
整

区
消
防
組
合
消
防
庁
舎
整
備

方
針
」
を
定
め
た
。
江
の

方
針
」
を
定
め
た
。
江
の
川

水
系
の
主
な

水
系
の
主
な
３
つ
の
支
流

つ
の
支
流
の

交
わ
る
地
域
特
性
か
ら

交
わ
る
地
域
特
性
か
ら
１
９

７
２
７
２
年
の
大
水
害
の
よ
う

年
の
大
水
害
の
よ
う
な

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
庁

舎
浸
水
が
危
惧
さ
れ
、
消

舎
浸
水
が
危
惧
さ
れ
、
消
防

本
部
及
び
三
次
消
防
署
を

本
部
及
び
三
次
消
防
署
を
更

新
す
べ
き
最
優
先
の
庁
舎

新
す
べ
き
最
優
先
の
庁
舎
で

あ
る
。
浸
水
想
定
区
域
内

あ
る
。
浸
水
想
定
区
域
内
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
三

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
三
次

市
十
日
市
町
高
平
施
設
へ

市
十
日
市
町
高
平
施
設
へ
移

転
新
築
と
い
う
形
で
消
防

転
新
築
と
い
う
形
で
消
防
庁

舎
の
建
設
を
進
め
る

舎
の
建
設
を
進
め
る
。

　
プ
レ
ゼ
ン
は
事
前
に
提

プ
レ
ゼ
ン
は
事
前
に
提
出

し
た
技
術
提
案
書
に
沿

し
た
技
術
提
案
書
に
沿
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

分

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
　
分
、

1515

質
疑
応
答

分
の
計

分

質
疑
応
答
　
分
の
計
　
分
の

1515

3030

持
ち
時
間
で
行
わ
れ
た
。

持
ち
時
間
で
行
わ
れ
た
。
提

案
者
か
ら
は
「
防
災
中
枢

案
者
か
ら
は
「
防
災
中
枢
機

能
を
持
つ
災
害
活
動
拠
点

能
を
持
つ
災
害
活
動
拠
点
施

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

参
加
表
明
書
の
提
出
者
の

参
加
表
明
書
の
提
出
者
の
う

ち
技
術
提
案
書
を
提
出
し

ち
技
術
提
案
書
を
提
出
し
た

４
事
業
者
が
「
防
災
拠
点

事
業
者
が
「
防
災
拠
点
と

し
て
の
配
置
計
画
及
び
動

し
て
の
配
置
計
画
及
び
動
線

計
画
」「
消
防
業
務
の
特
殊

計
画
」「
消
防
業
務
の
特
殊
性

を
考
慮
し
た
執
務
環
境
、

を
考
慮
し
た
執
務
環
境
、
空

間
構
造
及
び
動
線
計
画
」「

間
構
造
及
び
動
線
計
画
」「
消

防
力
の
維
持
・
向
上
、
住

防
力
の
維
持
・
向
上
、
住
民

の
防
災
意
識
高
揚
が
図
れ

の
防
災
意
識
高
揚
が
図
れ
る

庁
舎
」「
誰
も
が
使
い
や
す

庁
舎
」「
誰
も
が
使
い
や
す
い

開
か
れ
た
庁
舎
」
の
特
定

開
か
れ
た
庁
舎
」
の
特
定
テ

ー
マ
に
対
し
て
説
明
し
た

ー
マ
に
対
し
て
説
明
し
た
。

審
査
結
果
は
今
月
下
旬
に

審
査
結
果
は
今
月
下
旬
に
公

表
す
る

表
す
る
。

　
各
庁
舎
は
建
築
か
ら
約

各
庁
舎
は
建
築
か
ら
約
　4040

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
も

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
も
著

し
く
設
備
は
旧
式
と
な
り

し
く
設
備
は
旧
式
と
な
り
、

緊
急
用
車
両
の
大
型
化
や

緊
急
用
車
両
の
大
型
化
や
台

数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
狭

数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
狭
隘

化
し
て
い
る
な
か
、

化
し
て
い
る
な
か
、
２
０
２
０
２

部
・
三
次
消
防
署
新
庁
舎

部
・
三
次
消
防
署
新
庁
舎
建

設
工
事
基
本
・
実
施
設
計

設
工
事
基
本
・
実
施
設
計
業

務
」
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ

務
」
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
十
日
市
コ
ミ
ュ

シ
ョ
ン
を
十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ

　
備
北
地
区
消
防
組
合
は

備
北
地
区
消
防
組
合
は
　1515

日
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

日
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
設
計
者
を
選
定
す
る
「

で
設
計
者
を
選
定
す
る
「
備

北
地
区
消
防
組
合
消
防

北
地
区
消
防
組
合
消
防
本

備北地区
消防組合

4
事
業
者
が
公
開
プ
レ
ゼ
ン

本
部
・
三
次
署
新
庁
舎
基
本
・
実
施
設
計

移転整備する消防本部・三次署

０
万
円
（
税
別
、
以
下
同

万
円
（
税
別
、
以
下
同
）

で
落
札
。
調
査
基
準
価
格

で
落
札
。
調
査
基
準
価
格
は

億
　
億
７
８
５
４

７
８
５
４
万
円
で
、

万
円
で
、
予

1010定
価
格
は

億

定
価
格
は
　
億
７
２
３
３

７
２
３
３
万

1111

円
だ
っ
た
。
工
事
内
容
は

円
だ
っ
た
。
工
事
内
容
は
工

事
延
長
Ｌ

事
延
長
Ｌ
８
６
０

８
６
０
ｍ
で
、

ｍ
で
、
道

路
改
良
一
式
・
道
路
土
工

路
改
良
一
式
・
道
路
土
工
一

式
（
掘
削
工

万

式
（
掘
削
工
　
万
７
０
０

７
０
０
０

1414

弱
、
盛
土
工

万

、
盛
土
工
　
万
３
０
０

３
０
０
０

1414

弱
）
、
カ
ル
バ
ー
ト
工
（
内

）
、
カ
ル
バ
ー
ト
工
（
内
空

幅
７
・
７
ｍ
、
内
空
高

ｍ
、
内
空
高
さ

５
・
８
ｍ
）
ｍ
）
１
基
、
法
面

基
、
法
面
整

形
工
一
式
、
地
盤
改
良
工

形
工
一
式
、
地
盤
改
良
工
一

式
、
法
面
工
一
式
、
擁
壁

式
、
法
面
工
一
式
、
擁
壁
工

一
式
、
石
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張

一
式
、
石
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）

工
一
式
、
排
水
構
造
物
工

工
一
式
、
排
水
構
造
物
工
一

式
、
防
護
柵
工
一
式
、
道

式
、
防
護
柵
工
一
式
、
道
路

付
属
施
設
工
一
式
、
構
造

付
属
施
設
工
一
式
、
構
造
物

撤
去
工
一
式
を
行
う
も

撤
去
工
一
式
を
行
う
も
の

で
、
工
期
は

で
、
工
期
は
２
０
２
５

２
０
２
５
年
７

月

日
ま
で
。
工
事
場
所

月
　
日
ま
で
。
工
事
場
所
は

3131
岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
新

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
新
庄

地
内
。
設
計
は
ヒ
ロ
コ
ン

地
内
。
設
計
は
ヒ
ロ
コ
ン
と

復
建
調
査
設
計
が
担
当

復
建
調
査
設
計
が
担
当
し

た
。西

工
区
改
良
は

　
西
工
区
改
良
は
８
億
４
１

２
４
２
４
万
円
で
熊
谷
組
を
落

万
円
で
熊
谷
組
を
落
札

者
に
決
め
た
。
調
査
基
準

者
に
決
め
た
。
調
査
基
準
価

格
は
格
は
８
億
４
０
９
２

４
０
９
２
万
円
万
円
、

予
定
価
格
は

予
定
価
格
は
９
億
１
４
２

１
４
２
１

万
円
と
し
て
い
た
。
工
事

万
円
と
し
て
い
た
。
工
事
内

容
は
工
事
延
長
Ｌ

容
は
工
事
延
長
Ｌ
４
３
４
３
０

ｍ
、
道
路
改
良
一
式
・
道

ｍ
、
道
路
改
良
一
式
・
道
路

土
工
一
式
（
掘
削
工

万

土
工
一
式
（
掘
削
工
　
万
９

2020

の
施
工
体
制
確
認
型
総
合

の
施
工
体
制
確
認
型
総
合
評

価
方
式
で
今
月

価
方
式
で
今
月
６
日
に
開

日
に
開
札

が
行
わ
れ
た

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
東
工
区
改

　
そ
の
結
果
、
東
工
区
改
良

は
大
成
建
設
が

億

は
大
成
建
設
が
　
億
７
８
７
８
７

1010

事
」
「
同
西
工
区
改
良
工
事

事
」
「
同
西
工
区
改
良
工
事
」

「
同
中
工
区
改
良
工
事
」

「
同
中
工
区
改
良
工
事
」
の

落
札
者
を
決
定
し
た
。

落
札
者
を
決
定
し
た
。
３
件

は
一
括
審
査
方
式
を
採

は
一
括
審
査
方
式
を
採
用

し
、
技
術
提
案
評
価
型
Ｓ

し
、
技
術
提
案
評
価
型
Ｓ
型

中
国
地
方
整
備
局
は

　
中
国
地
方
整
備
局
は
　1515

日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な
る

日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な
る
一

般
競
争
入
札
で
開
札
し

般
競
争
入
札
で
開
札
し
た

「
令
和

「
令
和
５
年
度
玉
島
笠
岡

年
度
玉
島
笠
岡
道

路
浜
中
地
区
東
工
区
改
良

路
浜
中
地
区
東
工
区
改
良
工

中国整備局
Ｗ Ｔ Ｏ

玉
島
笠
岡
道
路
浜
中
改
良
3
件

大
成
、熊
谷
、フ
ジ
タ
が
落

大
成
、熊
谷
、フ
ジ
タ
が
落
札札

区
警
察
局
総
務
監
察
・
広

区
警
察
局
総
務
監
察
・
広
域

調
整
部
広
域
調
整
第
一
課

調
整
部
広
域
調
整
第
一
課
の

宇
丹
隆
光
課
長
は
「
警
察

宇
丹
隆
光
課
長
は
「
警
察
は

暴
追
セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
会

暴
追
セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
会
、

強
化
、
継
続
し
て
い
く
こ

強
化
、
継
続
し
て
い
く
こ
と

に
支
援
と
協
力
を
お
願
い

に
支
援
と
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、中
国
四
国

　
こ
れ
を
受
け
、中
国
四
国
管

開
催
し
た
。
高
速
道
路
事

開
催
し
た
。
高
速
道
路
事
業

か
ら
暴
力
団
な
ど
反
社
会

か
ら
暴
力
団
な
ど
反
社
会
的

勢
力
を
排
除
す
る
た
め
、

勢
力
を
排
除
す
る
た
め
、
中

国
各
県
の
警
察
本
部
な
ど

国
各
県
の
警
察
本
部
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
一
層

係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

会
議
に
は
関
係
者
約

　
会
議
に
は
関
係
者
約
　
人
5050

が
出
席
。
開
会
に
あ
た
り

が
出
席
。
開
会
に
あ
た
り
、

赤
松
支
社
長
は
「
管
内
は

赤
松
支
社
長
は
「
管
内
は
暫

定
２
車
線
区
間
の

車
線
区
間
の
４
車
線
車
線
化

事
業
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ

事
業
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
耐
震
補
強
事
業

ジ
ェ
ク
ト
、
耐
震
補
強
事
業
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
事
業
な
ど
で
事
業
費
は

ジ
事
業
な
ど
で
事
業
費
は
ピ

ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
反

ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
反
社

会
的
勢
力
に
よ
る
不
当
な

会
的
勢
力
に
よ
る
不
当
な
要

求
・
介
入
が
懸
念
さ
れ
、

求
・
介
入
が
懸
念
さ
れ
、
協

議
会
の
重
要
性
が
ま
す
ま

議
会
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。
関
係
者

高
ま
っ
て
い
る
。
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
不
当
要
求

皆
さ
ん
に
は
、
不
当
要
求
防

止
対
策
の
取
り
組
み
を
一

止
対
策
の
取
り
組
み
を
一
層

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国

西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
（
赤
松
邦
康
支
社
長
）

社
（
赤
松
邦
康
支
社
長
）
は

日
、
広
島
市
内
で
「
中

　
日
、
広
島
市
内
で
「
中
国

1515地
区
不
当
要
求
防
止
等
対

地
区
不
当
要
求
防
止
等
対
策

協
議
会
（
第

回
総
会
）
」

協
議
会
（
第
　
回
総
会
）
」
を

1212

協議会のもよう

行
政
機
関
、
地
域
住
民
と
の

行
政
機
関
、
地
域
住
民
と
の
つ

な
が
り
を
一
層
強
め
た
暴

な
が
り
を
一
層
強
め
た
暴
力

団
排
除
活
動
を
支
援
し
て

団
排
除
活
動
を
支
援
し
て
い

く
。
こ
の
協
議
会
が
今
後
さ

く
。
こ
の
協
議
会
が
今
後
さ
ら

に
実
効
性
を
有
し
、
暴
力

に
実
効
性
を
有
し
、
暴
力
団

を
は
じ
め
と
す
る
反
社
会

を
は
じ
め
と
す
る
反
社
会
的

勢
力
の
介
入
を
完
全
に
封

勢
力
の
介
入
を
完
全
に
封
圧

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
会
議
は
非
公
開
で
行
わ

会
議
は
非
公
開
で
行
わ
れ

た
。
事
務
局
に
よ
る
と
、

た
。
事
務
局
に
よ
る
と
、
不

当
要
求
行
為
に
関
す
る
報

当
要
求
行
為
に
関
す
る
報
告

が
あ
っ
た
ほ
か
、
中
国
各

が
あ
っ
た
ほ
か
、
中
国
各
県

の
警
察
本
部
が
暴
力
団
排

の
警
察
本
部
が
暴
力
団
排
除

活
動
、
不
当
要
求
事
例
に

活
動
、
不
当
要
求
事
例
に
つ

い
て
説
明
し
た

い
て
説
明
し
た
。

最
後
に
、
工
事
関
係
者

　
最
後
に
、
工
事
関
係
者
が

不
当
要
求
排
除
ス
ロ
ー
ガ

不
当
要
求
排
除
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
宣
誓
。
不
当
要
求
を
断

を
宣
誓
。
不
当
要
求
を
断
固

拒
否
し
、
関
係
機
関
と
の

拒
否
し
、
関
係
機
関
と
の
密

接
な
連
携
、
協
力
体
制
を

接
な
連
携
、
協
力
体
制
を
堅

持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た

持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

０
０
０

０
０
０
弱
、
盛
土
工

、
盛
土
工
５
０
５
０
０

０
弱
）
、
カ
ル
バ
ー
ト
工
（

）
、
カ
ル
バ
ー
ト
工
（
内

空
幅
空
幅
４
・
３
ｍ
、
内
空
高

ｍ
、
内
空
高
さ

３
・
５
ｍ
）
ｍ
）
１
基
、
法
面

基
、
法
面
整

形
工
一
式
、
法
面
工
一
式

形
工
一
式
、
法
面
工
一
式
、

擁
壁
工
一
式
、
石
ブ
ロ
ッ

擁
壁
工
一
式
、
石
ブ
ロ
ッ
ク

積
（
張
）
工
一
式
、
排
水

積
（
張
）
工
一
式
、
排
水
構

造
物
工
一
式
、
防
護
柵
工

造
物
工
一
式
、
防
護
柵
工
一

式
、
道
路
付
属
施
設
工

式
、
道
路
付
属
施
設
工
一

式
、
構
造
物
撤
去
工
一
式

式
、
構
造
物
撤
去
工
一
式
。

工
期
は

年

工
期
は
　

年
９
月

日

月
　

日
ま

2525

3030

で
。
工
事
場
所
は
岡
山
県

で
。
工
事
場
所
は
岡
山
県
浅

口
郡
里
庄
町
浜
中
～
笠
岡

口
郡
里
庄
町
浜
中
～
笠
岡
市

西
大
島
新
田
地
内
で
、
エ

西
大
島
新
田
地
内
で
、
エ
イ

ト
日
本
技
術
開
発
が
設
計

ト
日
本
技
術
開
発
が
設
計
を

担
当
し
た

担
当
し
た
。

中
工
区
改
良
は
フ
ジ
タ

　
中
工
区
改
良
は
フ
ジ
タ
が

７
億
１
０
０
０

１
０
０
０
万
円
で

万
円
で
落

札
。
調
査
基
準
価
格
は

札
。
調
査
基
準
価
格
は
７
億

８
３
０

８
３
０
万
円
、
予
定
価
格

万
円
、
予
定
価
格
は

７
億
７
０
９
７

７
０
９
７
万
円
に
設

万
円
に
設
定

さ
れ
て
い
た
。
工
事
内
容

さ
れ
て
い
た
。
工
事
内
容
は

工
事
延
長
Ｌ

工
事
延
長
Ｌ
１
１
１
０

１
１
１
０
ｍ

で
、
道
路
改
良
一
式
・
道

で
、
道
路
改
良
一
式
・
道
路

土
工
一
式
（
掘
削
工

万

土
工
一
式
（
掘
削
工
　
万
２

1212

０
０
０

０
０
０
弱
、
盛
土
工

万

、
盛
土
工
　
万
５

1717

０
０
０

０
０
０
弱
）
、
カ
ル
バ
ー

）
、
カ
ル
バ
ー
ト

工
（
内
空
幅

工
（
内
空
幅
３
ｍ
、
内
空

ｍ
、
内
空
高

反社の不当要求排除へ
関係機関と連携確認
西日本高速中国支社

成
ま
で
長
江
中
の
既
存
校

成
ま
で
長
江
中
の
既
存
校
舎

と
、
敷
地
内
に
あ
る
長
江

と
、
敷
地
内
に
あ
る
長
江
小

学
校
の
仮
設
校
舎
を
利
用

学
校
の
仮
設
校
舎
を
利
用
す

る
。開

札
に
向
け
、
入
札
参

　
開
札
に
向
け
、
入
札
参
加

予
定
者
に
は
今
月

日
に

予
定
者
に
は
今
月
　
日
に
指

1414

名
通
知
し
て
い
る
が
、
指

名
通
知
し
て
い
る
が
、
指
名

者
は
非
公
表
と
な
っ
て

者
は
非
公
表
と
な
っ
て
い

る
。な

お
「
（
仮
称
）
久
保
・

　
な
お
「
（
仮
称
）
久
保
・
長

江
・
土
堂
統
合
小
学
校
」

江
・
土
堂
統
合
小
学
校
」
と

と
も
に
校
舎
新
築
を
計
画

と
も
に
校
舎
新
築
を
計
画
し

て
い
る
「
（
仮
称
）
久
保
・

て
い
る
「
（
仮
称
）
久
保
・
長

江
統
合
中
学
校
」
（
防
地
町

江
統
合
中
学
校
」
（
防
地
町
）

の
基
本
・
実
施
設
計
に
つ

の
基
本
・
実
施
設
計
に
つ
い

て
は
、
別
途
発
注
さ
れ
る

て
は
、
別
途
発
注
さ
れ
る
見

通
し
。
両
校
の
校
舎
新
築

通
し
。
両
校
の
校
舎
新
築
な

ど
に
係
る
事
業
費
は
約

ど
に
係
る
事
業
費
は
約
　
億
6464

円
を
見
込
ん
で
い
る

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

築
す
る
。
施
設
規
模
は
、

築
す
る
。
施
設
規
模
は
、
設

計
前
段
階
で

計
前
段
階
で
５
階
建
延
べ

階
建
延
べ
５

２
８
０

２
８
０
釈
。
屋
内
運
動
場

。
屋
内
運
動
場
も

併
設
し
、
新
築
工
事
は

併
設
し
、
新
築
工
事
は
　
・
2525

年
度
の

　
年
度
の
２
カ
年
で
進

カ
年
で
進
め

2626る
。
新
校
舎
完
成
後
の

る
。
新
校
舎
完
成
後
の
　
・
2727

年
で
既
存
屋
内
運
動
場

　
年
で
既
存
屋
内
運
動
場
の

2828解
体
を
行
う
と
と
も
に
、

解
体
を
行
う
と
と
も
に
、
プ

ー
ル
も
整
備
。
整
備
後
は

ー
ル
も
整
備
。
整
備
後
は
、

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
敷

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
敷
地

に
校
舎
・
屋
内
運
動
場
な

に
校
舎
・
屋
内
運
動
場
な
ど

す
べ
て
を
集
約
す
る

す
べ
て
を
集
約
す
る
。

統
合
小
は

年
度
か
ら

　
統
合
小
は
　
年
度
か
ら
を

2525

予
定
し
て
お
り
、
新
校
舎

予
定
し
て
お
り
、
新
校
舎
完

尾
道
市
は
、
「
（
仮
称
）

　
尾
道
市
は
、
「
（
仮
称
）
久

保
・
長
江
・
土
堂
統
合
小

保
・
長
江
・
土
堂
統
合
小
学

校
」（
長
江

校
」（
長
江
３
丁
目
）
の
校

丁
目
）
の
校
舎

新
築
に
向
け
、
今
年
度
か

新
築
に
向
け
、
今
年
度
か
ら

基
本
・
実
施
設
計
を
進
め
る

基
本
・
実
施
設
計
を
進
め
る
。

設
計
者
の
選
定
に
あ
た
っ

設
計
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
今
月

日
に
指
名
競

は
、
今
月
　
日
に
指
名
競
争

3030

入
札
で
の
開
札
を
予
定
。

入
札
で
の
開
札
を
予
定
。
市

教
委
で
は
、

教
委
で
は
、
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度

中
に
設
計
を
ま
と
め
る

中
に
設
計
を
ま
と
め
る
方

針
。計

画
に
よ
る
と
、
統
合

　
計
画
に
よ
る
と
、
統
合
小

は
、
現
在
の
長
江
中
学
校

は
、
現
在
の
長
江
中
学
校
敷

地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に

地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
新

指
名
で
㮇
日
に
開
札

30

尾 道 市

統
合
小
の
基
本
・
実
施
設
計

さ
３
ｍ
）
ｍ
）
１
基
、
法
面
整

基
、
法
面
整
形

工
一
式
、
法
面
工
一
式
、

工
一
式
、
法
面
工
一
式
、
擁

壁
工
一
式
、
石
ブ
ロ
ッ
ク

壁
工
一
式
、
石
ブ
ロ
ッ
ク
積

（
張
）
工
一
式
、
排
水
構
造

（
張
）
工
一
式
、
排
水
構
造
物

工
一
式
、
防
護
柵
工
一
式

工
一
式
、
防
護
柵
工
一
式
、

道
路
付
属
施
設
工
一
式
、

道
路
付
属
施
設
工
一
式
、
構

造
物
撤
去
工
一
式
を
施
工

造
物
撤
去
工
一
式
を
施
工
す

る
も
の
。
工
期
は

年

る
も
の
。
工
期
は
　
年
７
月

2525

日
ま
で
。
工
事
場
所
は

　
日
ま
で
。
工
事
場
所
は
岡

3131山
県
浅
口
郡
里
庄
町
新
庄

山
県
浅
口
郡
里
庄
町
新
庄
～

浜
中
地
内
と
な
り
、
設
計

浜
中
地
内
と
な
り
、
設
計
は

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
が

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
が
担

当
し
た

当
し
た
。

へ
と
事
業
範
囲
・
規
模
を

へ
と
事
業
範
囲
・
規
模
を
拡

大
し
て
き
た

大
し
て
き
た
約
　
年
間
の
歩

年
間
の
歩

6060

み
を
振
り
返
り
、「
今
後
も

み
を
振
り
返
り
、「
今
後
も
安

定
成
長
を
目
指
す
中
で
も

定
成
長
を
目
指
す
中
で
も
、

優
先
す
る
べ
き
は
や
は
り

優
先
す
る
べ
き
は
や
は
り
安

全
と
品
質
。
与
え
ら
れ
た

全
と
品
質
。
与
え
ら
れ
た
環

境
の
中
で
ベ
ス
ト
を
尽

境
の
中
で
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
、
社
会
と
お
客
様
に
喜

し
、
社
会
と
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
会
社
に
し

で
も
ら
え
る
会
社
に
し
た

い
」
と
強
調
。「
ま
だ
ま
だ

い
」
と
強
調
。「
ま
だ
ま
だ
暗

中
模
索
の
状
況
で
は
あ

中
模
索
の
状
況
で
は
あ
る

が
、
安
全
と
高
品
質
を
求

が
、
安
全
と
高
品
質
を
求
め

る
わ
が
社
の
文
化
を
創
造

る
わ
が
社
の
文
化
を
創
造
す

る
た
め
、
皆
様
と
の
横
の

る
た
め
、
皆
様
と
の
横
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
頑

な
が
り
を
大
切
に
し
て
頑
張

納
氏
、
副
会
長
に
は
中
元

納
氏
、
副
会
長
に
は
中
元
秀

男
氏
（
ア
ッ
プ
ル
コ
ー
ポ

男
氏
（
ア
ッ
プ
ル
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
）
を
選
出
。
こ

ー
シ
ョ
ン
）
を
選
出
。
こ
れ

を
機
に
安
全
と
品
質
を
さ

を
機
に
安
全
と
品
質
を
さ
ら

に
高
め
、
社
会
貢
献
と
協

に
高
め
、
社
会
貢
献
と
協
力

会
の
繁
栄
を
目
指
す
方
針

会
の
繁
栄
を
目
指
す
方
針
を

申
し
合
わ
せ
た

申
し
合
わ
せ
た
。

第
　
第
１
回
総
会
に
は
、
設

回
総
会
に
は
、
設
立

メ
ン
バ
ー
と
な
っ

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
　
社
と
社
と

1414

福
徳
技
研
の
幹
部
な
ど
合

福
徳
技
研
の
幹
部
な
ど
合
わ

せ
て
せ
て
約
　
人
が
出
席
し
た

人
が
出
席
し
た
。

2020

開
会
あ
い
さ
つ
で
徳
納

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
徳
納
会

長
は
会
社
設
立
以
来
、
土

長
は
会
社
設
立
以
来
、
土
木

工
事
業
か
ら
塗
装
工
事
業

工
事
業
か
ら
塗
装
工
事
業
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
事
業

福
徳
技
研
（
広
島
市
中

　
福
徳
技
研
（
広
島
市
中
区

東
千
田
町

東
千
田
町
２
―
３
―
　
、
徳
、
徳

2626

納
剛
社
長

納
剛
社
長
＝
写
真
写
真
）
は
）
は
　
日
、
日
、

1515

同
社
安
全
衛
生
協
力
会
の

同
社
安
全
衛
生
協
力
会
の
設

立
に
伴
う
第

立
に
伴
う
第
１
回
総
会
を

回
総
会
を
開

催
し
、
協
力
会
の
会
長
に

催
し
、
協
力
会
の
会
長
に
徳

っ
て
い
く
」
と
呼
び
か
け
た

っ
て
い
く
」
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
安
全
品
質
を
担

　
ま
た
、
安
全
品
質
を
担
当

す
る
渡
邉
信
弘
専
務
は
、「

す
る
渡
邉
信
弘
専
務
は
、「
皆

様
の
お
か
げ
で
完
工
高
、

様
の
お
か
げ
で
完
工
高
、
現

場
数
と
も
に
増
え
、
若
い

場
数
と
も
に
増
え
、
若
い
社

員
も
増
え
て
き
た
が
、
事

員
も
増
え
て
き
た
が
、
事
故

が
あ
れ
ば
品
質
も
利
益
も

が
あ
れ
ば
品
質
も
利
益
も
吹

き
飛
ん
で
し
ま
う
。
ぜ
ひ

き
飛
ん
で
し
ま
う
。
ぜ
ひ
と

も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全

も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
作

業
の
徹
底
を
お
願
い
し

業
の
徹
底
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た

い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
、
安
全
講
話

　
こ
の
ほ
か
、
安
全
講
話
も

開
か
れ
、
石
森
武
志
統
括

開
か
れ
、
石
森
武
志
統
括
部

長
が
「
事
業
主
責
任
と
安

長
が
「
事
業
主
責
任
と
安
全

管
理
」
を
テ
ー
マ
に
労
働

管
理
」
を
テ
ー
マ
に
労
働
災

害
を
防
止
す
る
た
め
に
守

害
を
防
止
す
る
た
め
に
守
る

べ
き
基
準
や
、
国
が
実
施

べ
き
基
準
や
、
国
が
実
施
す

る
労
働
災
害
防
止
施
策
に

る
労
働
災
害
防
止
施
策
に
協

力
す
る
こ
と
の
重
要
性
な

力
す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど

を
説
い
た

を
説
い
た
。
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安
全
衛
生
協
力
会
を
設
立

「
安
全
・
高
品
質
の
文
化
創
造
を
」
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